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迫伝子情報分野

竹中修,平井啓久,中村伸,浅岡一雄

<研究概要>

A･1)オランウータンの遺伝的変異性に関する研究

竹中修,田中一上野花子 (教務補佐員)

水野徳子 (技術補佐員)

スマ トラ島北部に生息するオランウータンの個体

群において採取された兼試料を用い,ミトコン ドリア

の調節領域の塩基配列を分析した.ボルネオ島個体群

と比較すると.本地域のオランウータンは単系統とみ

なされるものの,遺伝的変異性は高く,内部に少なく

とも 3つの系統がみられた.両島間の遺伝的差異はさ

らに大きく,島間では著しく分化が進んでいることが

示された.

A･2)大型類人掛 こおける迫伝的変界性の分析

竹中修,田中一上野花子 (教坊補佐員),

日比野恵美 (技術補佐員).楠本千絵,

田代靖子 (研修員)

コンゴ民主共和国に生息するボノボの社会構造の

解明､および野生チンパンジーにおける個体群間の遺

伝的関係を推定する目的で､現地フィール ドのネス ト

に残された体毛および糞を採典 した｡その非役境的な

試料を用い､ミトコン ドリアの調節領域の塩基配列を

分析し､種間および典B]間の遺伝的分化を推定した｡

B-I)霊長類の典色体進化に関する研究 (1):チンパン

ジーのゲノム不毛地帯 (RCRO)の転移変異

平井啓久.平井百合子 (技能補佐員)

チンパンジーの染色体に存在する転移性反復配列

からなる種特異的な複合領域 (RCRO と命名)の転移

変異を解析した.第6,14典色体の腕内に転移があり,

しかも個体によって反復の丑が異なることが観顛され

た.

B-2)霊長類の染色体進化に関する研究 (2):チンパン

ジーにおけるrDNAの不活性化に関わるメチル化と-

テロクロマチン位置効果の作用頻嘩解析

平井百合子 (技能補佐員),平井啓久

チンパンジーの核小体形成部位 (NOR)の不活性

化は,メチル化と-テロクロマチンの位置効果による

ことを昨年度明らかにした.それを受けて,霊長類研
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究所に暮す全チンパンジーの 止)NA不活性化における

両機構の頻度を解析したところ,-テロクロマチンの

位置効果の方が有為に多いことが観察された.

B-3)霊長類の染色体進化に関する研究 (3):テナガザ

ル類におけるC-バンド特性の比較解析

HeryWijayanto(ガジャマグ大学講師),

平井百合子 (技能補佐員),平井啓久

テナガザル (蛋)属とシャーマン (亜)属の C･バ

ンド特性を比較したところ,前者のC-バンドはG1℃リ

ッチDNAで,後者のそれはA+TリッチDNAであるこ

とが明らかになった.その特性の相違を議論し,系統

分化とそのC-バンド分化との関連を論文としてまとめ

た.

BA)畠長類の染色体進化に関する研究 (4):霊長類研

究所に暮すヨザルの染色体解析

平井百合子 (技能補佐員),SriKantha,S.(人

類進化モデル研究センター),鈴木樹理 (人

類進化モデル研究センター),早野あづさ(疏

動部門非常勤研究員),平井啓久

盤長類研究所に所属するヨザル全16個体の染色体

を解析した.染色体数とY染色体の変異から,その 16

個体は 2種の系統から形成されていることが明らかに

なった･さらl羊,現在維持されている2家系は,1家

系が飴色体数 50のメス (5個体)と染色体数49のオス

(7個体)の 12個体からなる正常家系で,もう一方の

家系は染色体数53のオスと50のメスの間に生まれた4

個体のメスから成る異種間交雑群やあることが確認さ

れた.

B-5)缶長類の集団細胞遺伝学的研究 (1):アジルテナ

ガザルの亜種分化に関わる総合調査

平井啓久,田中洋之 (集団遺伝分野),

早野あづさ (流動部門非常勤研究員),

福富意司 (情報検索室)

染色体変異 (W 8/9)で識別されたサンプル集団

をDNAマーカーを用いて解析したところ,スマ トラと

ボルネオのアジルテナガザルの間が,染色体の相違は

最も大きいけれど,分子遺伝学的距離は最も小さいこ

とが明らかになった.このことから,WAT8/9は最終氷

期での移住と地理的隔離後にスマ トラの小集団に発生

および固定し,その後ぴん首効果と染色体隔離機構の

結果として,スマ トラの他集団-急激に広まった,と

推測した.スマ トラ島のアジルテナガザル,ボルネオ

島のアジルテナガザルおよびミューラーテナガザルを

染色体,DNA,形態から解析した総合データを報告番

としてまとめた.さらに,これらのデータにおける各

項目 (染色体タイプ,DNAタイプ,形態特性および生

息分布)の関連性を検索できるように,一般向けのデ

ータベースを作成した.

B-6)アジルテナガザルおよびミューラ｣テナガザル

のマイクロサテライ トDNA解析

早野あづさ (流動部門非常勤研究員),

田中洋之 (集団遺伝分野),平井啓久

アジルテナガザルの亜種分化に関する研究の一環

として,インドネシアスマ トラ島およびボルネオ島で

採集されたテナガザルサンプルを用いて,マイクロサ

テ ライトDNA多型解析を行った.この結果,アジル

スマ トラ亜種,カリマンタン亜種,ミューラーテナガ

ザルの.3者は遺伝的に明瞭に区別され.独立の保全単

位として重要であることが明らかになった.また,集

団サイズの変動解析からアジルスマ トラ亜種が過去に

ボ トルネックを受けた可能性を示し,この亜種に特 異

的な染色体変異は,祖先集団の縮小分断時に生じ.そ

の後個体数の回復に伴って遺伝的浮動によりこの亜種

内に急速に固定したことを示唆した.

B-7)霊長類の集団細胞遺伝学的解析 (2):チャイロキ

ツネザルの集団生物学

田中美希子 (大学院生),田中洋之 (典団遺

伝分野),平井啓久

マダガスカルのベレンティ私設保護区に生息する

チャイロキツネザル雑種集団の生態学的および遺伝学

的特徴を明らかにすることを目的とし,2003年度まで

の現地調査で得られた染色体標本および行動観 察デ

ータの解析をおこなった.雑種集団の基礎となったと

される2種のチャイロキツネザルと比較し,雑種集団

の各個体の染色体数および染色体構成を解析した.

Cll)霊長類機能遺伝子の網羅的発現プロファイルに

関する研究

中村仲,ジョン･アラム (大学院生),

光永総子 (教務補佐員),山内英典 (技能補

佐員)

霊長類の機能ゲノム特性を明らかにする一環とし

て,主要機能遺伝子の発現プロファイルをDNAチップ
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および RealTimcRT･PCRを活用して展開している.

i)白血球機能遺伝子 (15,000gcnes)についてヒト

とマカクの比較から,マカク特異的に発現する遺伝子

を見出し,その検索 ･同定を進めている.

ii)マカクの主要組絞 ･細胞における機能遺伝子の

発現プロファイルを,胎仔.新生仔,成熟個体,加齢

個体および疾病 (ガン)個体で比較解析している.

iii)サイ トカインおよびその受容体退伝子の発現

比較を,ヒト チンパンジー.マカクおよびヒヒで種

間比較して,ホミノイ ド特異的な発現特性を見出した

(ジョン･アラム.他).

C･2)霊長類でのバイオメディカル研究

中村仲,光永総子 (教務補佐員),山内英典

(技能補佐員),ジョン･アラム (大学院生)

サルでの実験モデルあるいは自然発症モデルを利

用した以下のバイオメディカル研究を展開している.

i)高脂血症ならびに骨粗懲症サルモデル作出し.

機能性食品 (ダイズ成分)の予防･治療作用をゲノム ･

バイオメディカルの視点で検討している.

ii)サル花粉アレルギーモデルを作出し,CCR4抗

体の作用機序 ･宍任遺伝子の解明を進めた.

C･3)サルBウイルスおよび関連-ルペスウイルスに

関する研究

光永総子 (教務補佐員),中村伸,

リチャー ド･エバリー (オクラホマ大)

i)HVP2･ELISA の改良法を確立し,ス トレス負荷

(輸送,個別ケージ,繁殖期)時におけるBウイルス

の再活性化を改良m 2･ELISAでモニターした.

ii)BVlgD-peptide･ELISAを用いたBV特異的な血清

テス ト法を検討している.

C-4)組織因子 (TissueFactor:TF,CD142)に関する分

子細胞生物学的研究 -

中村伸

TF遺伝子のエビジェネテイク･イベントおよび発

現制御 (含む制御薬剤の検索),好中球 TF発現などに

ついてinvitro(培養細胞).invivo(サルモデル)双方

から検討している.

D-1)缶長掛 こおける環境化学物質の次世代影響の研

究

浅岡一雄.伊原敏夫 (新日本科学),脇田真

晴 (行動発現分野).鈴木樹理 (人類モデル

センター),渡辺邦夫 (野外観察施設)

環境残留性の高いダイオキシンについて霊長類の

次世代影響を研究した.次世代のサル胎児や新生児に

おいてダイオキシンは歯牙に形成不全陣容が生じるこ

と,および四肢の形成時零との閃迎が汚いことが解明

され.成果を国際学会において発表した.また着岸官形

成期にあたるマカクザル胎児の発現迫伝子について解

明を進めた.

D-2)霊長類における環境化学物質摂取の研究

浅間一雄,矢野一行 (埼玉医科大学,化学)

内分泌波乱を生じるダイオキシンおよびフタル酸

エステル類について環境汚典の研究を行った.日本に

生息する四肢奇形個体を含むサルの血中ダイオキシン

丘を分析した.汚染は広く,高い順にコロラナ-ポリ

クロロビフェニル類,ポリクロロジベンゾフラン斯,

ポリクロロジベンゾダイオキシン籾であった.またア

ジア,アメリ丸 カナダ,とヨーロッパの 11カ国から

27種類の幼児用の市販ミルクを典めてジブチルフタル

酸とジェチル-キシルフタル酸の含有正を分析した.

日本の市販ミルクは汚染が高順位で,ジブチルフタル

酸で一番目,ジェチル-キシルフタル酸で 2番目であ

り高い汚染丘であった.

D･3)植物中の味覚嫌悪物質の研究

浅岡一雄,室山奉之 (野外観察施設)

桂皮酸アミド類はサルに味覚嫌悪物質となったた

め,植物の成分分析により桂皮酸アミド類を測定する

方汝について研究した.

<研究業績>

原著論文
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ChTOmOSOmeResearch12(3):2251237.

2) Hanya,G,Matsubara,M.,Sugiura,H.,Hayakawa,S.,

Goto,S.,Tanaka,T.,Soltis,J.,Noma,N.(2004)Mass
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forestofYaknshima.EcologicalResearch19:179-188.

3) Hirai,H･,Matsubayashi,K.,Kumazaki,K.,Kato,A.,

Maeda,N･ (2005) Chimpanzee chromosomes:

retrotransposablecompoundrepeatDNAorganization
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Iiverandcerebrumofrhesusmonkey,Organohalogen
Compounds66:3252･3257.

3) Tatsumi,K.,Kubota,S.,Ohta,M.,Asaoka,K.,Murata,

N.,Nomim,M.,Arima;A.,Fukusato,T.(2004)Liver

lnjuryin RhesusmonkeyssubcutaneouslyInjected
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OrganohalogenCompounds66:3268･3273.
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Compounds66:3274･3278.

5) 竹中修,ヒ トと一人ひとりの重み 犬山市広報

2004年7月1日号

6) 中村伸,光永総子,AIRam Jocng,山内英典,林隆

志,JosephGebriel(2004).大豆食品 ･成分による

加齢性機能障害および生活習慣病の予防効果 :サ

ルモデルでのゲノム医生物学的研究 (第一報),大

豆たん白質研究,7:13･19.

7) 平井啓久 (200チ)アジルテナガザルの亜種分化に

関する総合調査.平成 14-15年度科学研究費補助

金研究成果報告事 :pp.106.

8) 平井啓久,田中洋之,早野あづさ (2004)イン ド

ネシアにおけるテナガザルの遺伝学的調査.藍長

類研究 20:123･127.

9) 三上章允,竹中修,後藤俊二,七田芳則,小池智,
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金基盤研究 (B)研究成果報告書

著書

1) 中村伸 (2004):組織因子 (CD142):血液の辞典

(平井,押味,板田編):300-302.

′翻訳
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(CercopithecineHerpesvirus1)盛典の予防,緊急
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流動部門

多様性保全研究分野

平井啓久,正高信男,果山節,川本芳,

松林清明,室山泰之,高井正成,

田中洋之,渡逸邦夫,早野あづさ (非常

勤研究員)

<研究概要>

A)アジルテナガザルの亜種分化に関わる総合調査

平井啓久,田中洋之 (免田遺伝分野),

早野あづさ (流動部門非常勤研究員),

福富憲司 (情報検索室)

スマ トラ島のアジルテナガザル,ボルネオ島のア

ジルテナガザルおよびミューラーテナガザルを艶色体,

DNA,形態から解析した総合データを報告杏としてま

とめた.さらに,これらのデータにおける各項 目 (敗

色体タイプ,DNAタイプ,形態特性および生息分布)

の関連性を検索できるように,一般向けのデータベー

スを作成 した.

B)アジルテナガザルおよびミューラーテナガザルの

マイクロサテライ トDNA解析

早野あづさ (流動部門非常勤研究員)

田中洋之 (集団遺伝分野),平井啓久 (迫伝

子情報分野)

アジルテナガザルの亜種分化に関する研究の一環

として,インドネシアスマ トラ島およびボルネオ島で

採集されたテナガザルサンプルを用いて,マイクロサ

テライ トDNA多型解析を行った.この結果,アジルス

マ トラ亜種,カリマンタン亜種,ミューラーテナガザ

ルの 3着は遺伝的に明瞭に区別され,独立の保全単位

として重要であることが明らかになった.また,典団

サイズの変動解析からアジルスマ トラ亜種が過去にボ

トルネ ックを受けた可能性を示し.この亜種に特異的

な敗色体変異は,祖先袋田の縮小分断時に生じ,その

後個体数の回復に伴って迫伝的浮動によりこの亜種内

に急速に固定したことを示唆した.

C)テナガザル類における種特異的音声の多様性に関

する研究

正高信男 (認知学習分野),杉浦秀樹 (社会

構造分野),田中俊明 (野外施設教務補佐員),

親川千紗子 (大学院生),香田啓貴 (大学院
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